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今
か
ら
47
年
前
の
1
9
6
7
年
７
月
６

日
、
第
１
回
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス

（
東
日
本
）
に
集
ま
っ
た
受
講
生
は
20
名
。

こ
こ
か
ら
歴
史
が
始
ま
っ
た
。
開
講
直
後
、

い
ち
は
や
く
「
わ
が
国
に
お
け
る
最
初
の

大
学
と
労
組
と
の
組
織
的
提
携
に
よ
る
労

働
教
育
講
座
」
と
し
て
好
意
的
に
報
道
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
労
働
界
は
も
と
よ
り
各

界
か
ら
強
い
関
心
と
注
目
を
受
け
た
。
47

年
を
経
た
現
在
、
20
名
か
ら
始
ま
っ
た
こ

の
コ
ー
ス
も
東
西
を
一
本
化
し
、
昨
年
ま
で

の
修
了
生
は
2
4
8
2
名
と
な
っ
た
。

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス

開
設

●
明
治
学
院
大
学
と
の
提
携

　

大
学
と
労
働
組
合
の
提
携
に
よ
る
教
育

講
座
は
、
欧
米
で
は
す
で
に
19
世
紀
末
か

ら
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
一
方
日
本
で
は
、

単
組
・
産
別
で
教
育
活
動
が
行
わ
れ
て
は

い
る
も
の
の
、
大
学
と
の
提
携
と
い
う
意
味

で
は
講
座
の
中
に
外
部
講
師
と
し
て
大
学

教
授
を
招
く
こ
と
に
と
ど
ま
り
、
欧
米
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
本
格
的
な
提
携
で
は
な

か
っ
た
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ

－

Ｊ
Ｃ
（
現
在
の
Ｊ
Ｃ
Ｍ
、
以
下

Ｊ
Ｃ
と
標
記
）
は
1
9
6
4
年
結
成
当
初

か
ら
、
現
在
を
正
し
く
見
つ
め
、
将
来
を

予
見
し
、
組
合
員
を
正
し
く
導
い
て
い
く

た
め
に
は
、
従
来
の
経
験
プ
ラ
ス
新
し
い

情
勢
に
対
応
す
る
力
を
持
つ
リ
ー
ダ
ー
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
本
格
的
な
労

働
者
教
育
が
必
要
で
あ
る
と
、
痛
感
し
て

い
た
。

　

1
9
6
7
年
２
月
、齋
藤
健
次
郎
氏
（
Ｊ

Ｃ
副
議
長
、
全
機
金
書
記
長
）
を
委
員
長

と
す
る
労
働
者
教
育
対
策
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
労
働
者
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

研
究
、
検
討
を
重
ね
た
。
時
を
同
じ
く
し

て
労
働
者
教
育
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
明

治
学
院
大
学
の
金
井
信
一
郎
教
授
と
Ｊ
Ｃ

瀬
戸
一
郎
事
務
局
長
と
の
出
会
い
を
通
じ
、

明
治
学
院
大
学
に
働
き
か
け
る
こ
と
と
な

っ
た
。

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス

〜
労
働
者
の
全
人
格
的
成
長
を
め
ざ
し
て
〜

　

67
年
３
月
ま
で
に
大
学
側
と
数
回
の
打
合

せ
を
行
っ
た
後
、福
間
議
長
、瀬
戸
事
務
局

等
が
大
学
に
赴
き
、
正
式
に
労
働
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
コ
ー
ス
開
設
に
つ
い
て
の
提
携
を
申

し
入
れ
た
。こ
の
席
に
は
、大
学
側
か
ら
武
藤

学
院
長
、金
井
経
済
学
部
長
（
産
業
経
済
研

究
所
所
長
）が
出
席
し
、
こ
の
申
し
入
れ
を

受
け
、積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。そ
し
て
つ
い
に
、67
年
７
月
、
第
１
回

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
が
開
講
し
た
。

●
目
的

　

コ
ー
ス
の
目
的
は
、
Ｊ
Ｃ
と
明
治
学
院
大

学
産
業
経
済
研
究
所
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
覚

書
に
「
以
て
産
業
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る

た
め
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
基
幹
産
業
た
る

金
属
産
業
に
働
く
中
堅
的
労
働
組
合
員
に
対

し
て
、
大
学
水
準
の
基
礎
的
教
育
を
行
う
も

の
と
す
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
大
学
水

準
の
基
礎
的
教
育
」
の
た
め
、
経
済
学
、
社

会
学
、
法
学
、
賃
金
論
や
労
働
運
動
史
な
ど

の
基
礎
講
座
を
中
心
に
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
の
徹

底
討
論
を
盛
り
込
む
な
ど
、
今
の
コ
ー
ス
に

も
つ
な
が
る
形
が
す
で
に
こ
の
と
き
出
来
上

が
っ
て
い
た
。

西
日
本
コ
ー
ス
開
校

●
完
全
合
宿
制

　

２
年
後
の
1
9
6
9
年
初
夏
、
明
治
学

院
大
学
の
金
井
教
授
が
同
道
し
、
福
間
議
長

と
瀬
戸
事
務
局
長
、
教
育
担
当
の
岩
崎
肇
氏

が
京
都
を
訪
れ
、
同
志
社
大
学
の
竹
中
正
夫

教
授
に
西
日
本
コ
ー
ス
開
設
の
協
力
を
依
頼

し
た
。
竹
中
教
授
は
「
３
週
間
、
寝
泊
ま
り
の

合
宿
形
式
で
や
り
た
い
」と
熱
望
し
た
。
竹
中

教
授
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
の
は
、
英
国
の
学
寮

だ
っ
た
。
学
寮
で
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
、
24

時
間
寝
食
を
と
も
に
し
、
全
人
格
的
人
間
形

成
を
行
う
、こ
れ
が
理
想
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

当
初
、
東
日
本
地
区
同
様
、
同
志
社
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
利
用
が
念
頭
に
あ
っ

た
。
し
か
し
当
時
は
大
学
紛
争
が
激
化
し
て

お
り
、
大
学
施
設
の
利
用
を
断
念
し
、
関
西

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
は
修
学
院

 

金
属
労
協
組
織
総
務
局
主
任  

上
口 

智
子

教
育
活
動
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離
宮
や
門
跡
寺
院
曼
殊
院
な
ど
を
臨
み
、
裏

手
に
は
比
叡
山
と
い
う
、
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
た
環
境
に
あ
っ
た
。
そ
こ
を
本
拠
地
に

し
て
、
竹
中
氏
の
提
言
ど
お
り
、
当
初
か
ら

３
週
間
完
全
合
宿
で
全
人
格
的
教
育
を
す
す

め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

運
営
体
制
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
整
え
、
第

１
回
西
日
本
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス

が
開
校
し
た
の
は
、69
年
12
月
２
日
の
こ
と

だ
っ
た
。
第
１
回
に
集
ま
っ
た
受
講
生
は
、

わ
ず
か
17
名
だ
っ
た
。

●
運
営
体
制

　

西
日
本
コ
ー
ス
で
は
、
校
長
制
と
運
営
委

員
長
に
よ
る
運
営
委
員
会
方
式
を
と
り
、
準

備
か
ら
開
校
中
の
運
営
面
に
至
る
ま
で
運
営

委
員
会
が
中
心
に
な
り
進
め
た
。
運
営
に
あ

た
っ
て
は
、
同
志
社
大
学
、
関
西
セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス
、
Ｊ
Ｃ
本
部
、
Ｊ
Ｃ
関
西
地
連
か
ら

な
る
運
営
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
前
年
度
の

評
価
、
次
年
度
の
立
案
、
講
師
の
選
定
、
日

程
の
作
成
、予
算
の
決
定
な
ど
に
あ
た
っ
た
。

　

ま
た
、
第
１
回
か
ら
歴
代
の
同
志
社
大
学

学
長
（
ま
た
は
総
長
）
を
名
誉
校
長
に
迎
え
、

開
校
式
で
は
必
ず
受
講
生
へ
の
激
励
の
言
葉

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

●
教
育
概
念

　
「
全
人
格
的
教
育
」
を
行
う
た
め
、
４
つ

の
基
本
的
柱
に
基
づ
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組

ん
だ
。
第
１
の
柱
と
し
て
「
縦
」
＝
自
分
の

立
つ
歴
史
的
背
景
を
学
ぶ
。
こ
の
領
域
で

は
、
国
内
外
の
労
働
運
動
史
や
現
代
科
学
技

術
史
な
ど
を
骨
子
と
し
た
。
第
２
の
柱
と
し

て
「
点
」
＝
自
分
の
立
っ
て
い
る
場
に
つ
い

て
考
え
る
と
い
う
点
か
ら
、
経
済
・
労
働
の

問
題
を
取
り
上
げ
た
。
第
３
の
柱
は「
横
」＝

自
分
の
住
む
世
界
の
拡
が
り
に
つ
い
て
学

ぶ
。
国
を
越
え
た
相
互
関
係
、
す
な
わ
ち
国

際
関
係
を
取
り
扱
う
領
域
で
あ
る
。
最
後

の
第
４
の
柱
は
「
深
」
＝
自
分
の
生
き
る
基

礎
に
つ
い
て
学
ぶ
領
域
。
人
間
の
文
化
、
哲

学
、
心
理
そ
し
て
倫
理
を
学
ぶ
場
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
４
つ
の
領
域
の
他
、
経
営
者
の

方
を
招
い
て
「
経
営
と
人
間
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
特
別
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
第
１
回
の

特
別
講
演
に
は
、松
下
幸
之
助
氏
を
招
い
た
。

ま
た
、
西
日
本
コ
ー
ス
で
も
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を

導
入
し
、
論
議
を
重
ね
な
が
ら
最
終
的
に
レ

ポ
ー
ト
を
ま
と
め
る
こ
と
と
し
た
。

東
日
本
コ
ー
ス
の
改
革

	　
東
日
本
コ
ー
ス
は
従
来
の
基
礎
コ
ー
ス

か
ら
専
門
コ
ー
ス
へ
の
切
り
替
え
に
向
け
て

1
9
9
8
年
か
ら
４
年
間
、
実
験
的
な
試

み
を
行
っ
た
。
そ
れ
ま
で
３
週
間
全
課
程
受

講
が
必
須
で
あ
っ
た
が
、
１
週
間
単
位
で
受

講
が
可
能
な
「
経
営
・
情
報
コ
ー
ス
」「
国
際

コ
ー
ス
」「
経
済
・
労
働
コ
ー
ス
」
と
い
う

専
門
コ
ー
ス
と
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
全
コ
ー

ス
受
講
も
可
能
に
し
た
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

改
革
を
試
み
た
の
か
？ 

受
講
生
数
の
伸
び

悩
み
に
加
え
、
東
西
両
コ
ー
ス
で
開
催
し
た

30
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
「
労
働
者
教
育

と
し
て
は
人
格
的
な
教
育
も
含
め
た
基
礎
教

育
と
、
運
動
推
進
の
専
門
教
育
の
両
輪
が
不

可
欠
」
等
の
論
議
も
踏
ま
え
、
改
革
へ
の
試

み
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
東
日
本
コ
ー
ス
は
30
周
年
を
機
に

明
治
学
院
大
学
産
業
経
済
研
究
所
と
の
提
携

か
ら
、
明
治
学
院
大
学
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
コ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
（
田
村
剛・

大
平
浩
二
教
授
）
と
の
提
携
へ
と
緩
や
か
な

協
力
関
係
に
切
り
替
え
た
。

開
設
40
周
年
を
機
に
一
本
化

	　
そ
の
後
、東
日
本
コ
ー
ス
は
2
0
0
1
年

の
第
35
回
か
ら
「
金
属
労
協
の
新
し
い
運
動

の
変
化
を
踏
ま
え
、
金
属
産
業
の
政
策
づ
く

り
を
推
進
し
、
新
た
な
労
使
関
係
を
構
築
で

き
る
人
材
を
養
成
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
、

「
上
級
コ
ー
ス
」
と
名
称
を
改
め
、
政
策
づ

く
り
に
必
要
な
専
門
知
識
と
創
造
的
テ
ク
ニ

ッ
ク
の
習
得
を
目
指
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

西
日
本
コ
ー
ス
は
「
基
礎
コ
ー
ス
」
と
し
て

の
位
置
づ
け
を
よ
り
明
確
に
し
た
。し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
改
革
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
級

コ
ー
ス
の
受
講
生
増
加
に
は
結
び
つ
か
な
か

っ
た
。06
年
に
は
、再
度
、上
級
か
ら
東
日
本

コ
ー
ス
に
戻
し
、第
40
回
の
節
目
を
迎
え
た
。

　

こ
の
間
、01
年
に
は
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
コ
ー
ス
と
同
じ
よ
う
な
運
営
体
制
を
と
っ

た
連
合
主
催
の
「
連
合
ア
カ
デ
ミ
ー
」
が
開

講
す
る
な
ど
、
取
り
巻
く
環
境
に
も
変
化
が

現
れ
始
め
た
。

　

様
々
な
改
革
を
繰
り
返
し
て
き
た
東
日
本

コ
ー
ス
が
40
周
年
を
迎
え
た
2
0
0
6
年

の
翌
年
、
も
う
一
度
原
点
に
戻
っ
て
労
働
者

教
育
を
再
構
築
す
る
た
め
、
東
日
本
コ
ー
ス

は
休
講
と
す
る
こ
と
を
決
定
。
東
西
コ
ー
ス

の
統
合
を
目
指
し
検
討
し
、
2
0
0
8
年
１

月
か
ら
東
西
一
本
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

現
在
の

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス

	

●
現
在
の
運
営
体
制

　

西
日
本
コ
ー
ス
開
設
に
尽
力
し
、
第
１
回

か
ら
第
37
回
ま
で
校
長
を
務
め
ら
れ
た
竹
中

正
夫
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
が
、
2
0
0
6

年
８
月
急
逝
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
新
校

長
に
は
平
田
哲
ア
ジ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
代
表
が
、
副
校
長
に
は
香
川
孝
三
神
戸
大

学
名
誉
教
授
が
就
任
し
た
。そ
の
後
、世
代

交
代
の
意
味
も
あ
り
、12
年
第
44
回
を
最
後

に
平
田
校
長
、
中
條
運
営
委
員
長
が
勇
退
。

座禅で無の境地に・・・（2010年１月 第41回コース）
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13
年
の
第
45
回
コ
ー
ス
か
ら
は
香
川
副
校

長
が
校
長
に
、
石
田
光
男
同
志
社
大
学
教

授
が
副
校
長
に
就
任
し
た
。
現
在
、
校
長
、

副
校
長
の
他
、
運
営
委
員
に
中
田
・
冨
田
・

上
田
同
志
社
大
学
教
授
、
そ
し
て
Ｊ
Ｃ
Ｍ

組
織
総
務
局
、
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活

動
セ
ン
タ
ー
で
運
営
委
員
会
を
構
成
し
運

営
に
当
た
っ
て
い
る
。

●
開
催
日
程

　

３
週
間
、
２
週
間
半
と
若
干
で
は
あ
る

が
開
催
日
程
を
短
縮
し
な
が
ら
続
い
て
き

た
コ
ー
ス
だ
っ
た
が
、
よ
り
多
く
の
組
織
が

参
加
し
や
す
く
す
る
観
点
か
ら
、
第
44
回

か
ら
は
開
催
期
間
を
２
週
間
に
短
縮
し
た
。

ま
た
、
春
闘
時
期
で
あ
る
１
月
の
開
催
を

続
け
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
の
判
断
に
よ

り
、
2
0
1
4
年
１
月
の
第
44
回
開
催
の

後
、
第
45
回
か
ら
は
10
月
開
催
に
変
更
し

た
。

な
ぜ
、45
年
も
続
い
て
き
た
の
か

　

45
年
も
の
間
、
西
日
本
コ
ー
ス
が
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
修
正
や
開
催
日
程
、
時
期
を

変
え
な
が
ら
も
続
い
て
き
た
理
由
を
考
え

た
と
き
、
ま
ず
１
番
目
は
完
全
合
宿
制
が

挙
げ
ら
れ
る
。
通
い
の
研
修
が
多
い
中
で
、

２
週
間
と
い
う
期
間
の
合
宿
研
修
は
今
や

珍
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
寝
食
を
共

に
す
る
こ
と
で
仲
間
意
識
が
高
ま
り
、
産

別
を
越
え
た
交
流
が
は
か
れ
る
。
事
実
、

研
修
が
終
わ
っ
た
後
も
受
講
生
同
士
で
の

間
」
で
は
、
経
営
哲
学
や
人
間
観
、
人
と

の
つ
な
が
り
や
労
組
へ
の
期
待
な
ど
、
次

世
代
へ
の
提
言
を
お
話
し
い
た
だ
い
て
い

る
。

　

４
番
目
は
、
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の

協
力
体
制
だ
ろ
う
。
活
動
セ
ン
タ
ー
だ
け

で
な
く
、
フ
ロ
ン
ト
、
厨
房
、
客
室
担
当
な

ど
、
皆
が
全
面
協
力
体
制
で
臨
ん
で
い
る
。

２
週
間
と
い
う
長
い
研
修
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
昼
と
夜
と
で
同
じ
食
事
メ
ニ
ュ
ー
が

出
る
こ
と
は
な
い
。

　

５
番
目
に
は
、
毎
回
受
講
生
を
出
し

て
い
た
だ
け
る
産
別
、
単
組
・
支
部
の
存

在
だ
ろ
う
。
２
週
間
と
い
う
期
間
、
受

講
生
を
出
す
労
組
も
仕
事
の
や
り
く
り

な
ど
大
変
な
労
力
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ

う
な
労
組
の
存
在
が
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
コ
ー
ス
の
継
続
を
支
え
て
お
り
、
修
了

生
自
身
も
ま
た
、
良
き
伝
承
者
で
あ
る
。

修
了
生
の
そ
の
後

	　
わ
ず
か
20
名
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
コ
ー

ス
も
、
東
西
併
せ
て
2
4
8
2
名
の
修
了

生
が
巣
立
っ
て
い
っ
た
。
修
了
生
は
そ
の

後
、
単
組
や
支
部
の
委
員
長
を
は
じ
め
産

別
の
役
員
に
な
る
な
ど
、
労
働
界
で
活
躍

し
て
い
る
。
地
方
議
会
議
員
や
地
方
連
合
、

連
合
本
部
の
役
員
に
も
就
任
し
て
い
る
。

現
在
の
連
合
古
賀
会
長
も
西
日
本
コ
ー
ス

の
修
了
生
で
あ
る
。
ま
た
、
衆
・
参
議
院

議
員
に
選
出
さ
れ
た
方
も
い
た
。
無
論
、

交
流
が
続
い
て
い
る
。

　

２
番
目
は
、
運
営
委
員
の
先
生
方
の
熱

意
で
あ
る
。
運
営
委
員
と
し
て
コ
ー
ス
全
般

の
運
営
に
携
わ
る
だ
け
で
な
く
、
担
当
講

義
の
他
に
も
４
回
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
担
当

し
、
受
講
生
と
議
論
を
重
ね
な
が
ら
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
ま
と
め
ま
で
導
い
て
い
く
。
ま
た
、

他
の
講
師
も
同
様
、
毎
回
講
義
テ
キ
ス
ト

の
改
訂
を
重
ね
、
さ
ら
に
充
実
し
た
配
付

資
料
を
用
意
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

３
番
目
は
、
変
化
に
富
ん
だ
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
講
義
（
座
学
）

だ
け
で
は
な
く
体
験
型
学
習
も
豊
富
で
あ

る
。
座
禅
や
お
茶
室
体
験
、
討
論
会
、
そ
し

て
鞍
馬
山
散
策
や
比
叡
山
登
山
。
京
都
と

い
う
地
の
利
を
い
か
し
た
体
験
が
で
き
る

の
も
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
毎
回
経

営
者
を
招
い
て
の
特
別
講
演
「
経
営
と
人

会
社
に
戻
り
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
も
大
勢
い
る
。
そ
の
よ
う
に
、

東
西
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
か
ら
日
本

の
労
働
運
動
の
み
な
ら
ず
、
地
域
社
会
や

日
本
の
政
治
に
お
い
て
有
力
な
働
き
を
さ

れ
て
い
る
方
々
が
輩
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

Festina Lente
!

（
ゆ
っ
く
り
、
確
か
に
！
）

	　
第
45
回
コ
ー
ス
で
は
、
45
年
の
歴
史
の

中
で
初
め
て
女
性
の「
級
長
」が
誕
生
し
た
。

し
か
し
、
女
性
受
講
生
が
少
な
い
の
は
事

実
で
あ
る
。
現
在
は
産
別
輪
番
制
で
女
性

の
参
加
要
請
を
行
っ
て
い
る
が
、
教
育
へ

の
輪
番
制
導
入
に
は
賛
否
両
論
あ
る
。
理

想
は
輪
番
制
で
な
く
て
も
女
性
が
参
加
す

る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
何
が
必
要

な
の
か
、
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
幅
広
い

労
組
か
ら
の
参
加
、
中
小
労
組
か
ら
の
参

加
拡
大
も
課
題
に
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

様
々
な
課
題
が
あ
る
中
で
も
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
方
が
こ
の
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
コ
ー
ス
に
参
加
し
、
多
く
の
知
識
、

経
験
、
人
脈
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
そ
し
て
当
初
か
ら
の
目
的
で
あ
る

「
全
人
格
的
成
長
を
め
ざ
し
て
」
こ
れ
か
ら

も
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
工
夫
を
凝
ら
す
な
ど
改

善
を
重
ね
て
い
き
た
い
。
初
代
竹
中
校
長

の
言
葉
「Festina Lente

！
（
ゆ
っ
く
り
、

確
か
に
）」
を
心
に
刻
ん
で
。

閉校式で答辞を述べる初の女性級長
（2013年10月 第45回コース）
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Ｉ
Ｍ
Ｆ

－

Ｊ
Ｃ
が
結
成
さ
れ
た
1
9
6
4

年
5
月
か
ら
、
わ
ず
か
５
カ
月
後
の
10
月
2

日
、
九
州
地
方
連
絡
会
（
地
連
）
が
結
成
さ
れ

た
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－

Ｊ
Ｃ
の
地
方
活
動
の
歴
史
は

こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
。
Ｊ
Ｃ
は
発
足
ま
も
な

い
1
9
6
4
年
6
月
17
日
に
組
織
専
門
委

員
会（
古
賀
專
委
員
長
）を
設
置
し
、
Ｊ
Ｃ
の

理
念
と
諸
活
動
の
意
義
を
内
外
に
浸
透
さ
せ

て
い
く
と
い
う
基
礎
固
め
と
組
織
拡
大
に
向

け
て
の
活
動
を
展
開
し
た
。
当
面
の
方
針
と

し
て
、
未
参
加
組
合
の
加
盟
促
進
を
掲
げ
た
。

さ
し
あ
た
っ
て
、
Ｊ
Ｃ
の
運
動
を
地
方
か
ら

支
え
る
こ
と
を
目
的
に
地
方
組
織
の
設
置
を

進
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

地
方
連
絡
会（
地
連
）の
設
置

　

地
方
組
織
は
、
名
称
を
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－

Ｊ
Ｃ

地
方
連
絡
会
議=

地
連
」
と
し
て
、
当
面
、

も
の
づ
く
り
産
業
が
集
積
す
る
太
平
洋
ベ
ル

ト
地
帯
を
中
心
に
、
関
東
・
東
海
・
関
西
・

九
州
の
四
つ
の
地
域
の
組
織
化
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
担
当
組
合
を
設
定
し
、
組
織
専

門
委
員
会
と
の
連
携
の
も
と
に
鋭
意
取
り
組

ん
だ
。

　

そ
の
結
果
、
結
成
の
年
1
9
6
4
年
中
に
、

10
月
2
日
に
九
州
中
国
地
連
、
10
月
26
日
に

東
海
地
連
、
11
月
4
日
に
関
西
地
連
、
11
月

9
日
に
関
東
地
連
と
相
次
い
で
結
成
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
Ｊ
Ｃ
拡
大
へ
の
基
礎
作
り
の

段
階
の
中
で
、
中
央
で
の
オ
ル
グ
活
動
に
呼

応
す
る
地
方
の
動
き
と
し
て
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
と
言
え
る
。

　

1
9
6
5
年
9
月
に
は
九
州
か
ら
分
離
し
、

中
国
地
連
が
結
成
さ
れ
、
Ｊ
Ｃ
は
５
地
連
体

制
と
な
り
、
地
連
代
表
者
に
よ
る
会
議
も
開

か
れ
、
横
の
連
携
が
強
化
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、1
9
6
7
年
3
月
25
日
に
は
北

信
越
地
連
が
結
成
さ
れ
、
1
9
6
8
年
に
は
、

1
月
16
日
に
北
海
道
地
連
、
3
月
2
日
に
は

東
北
地
連
が
結
成
さ
れ
、
全
国
を
８
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
た
地
連
体
制
が
確
立
さ
れ
た
。

組
織
拡
大
の
流
れ
は
進
み
、
1
9
7
1
年
9

地
方
活
動	

〜
金
属
労
協
の
活
動
を
地
方
か
ら
支
え
た
50
年

月
に
開
催
し
た
第
10
回
総
会
で
は
、
Ｊ
Ｃ
組

織
人
員
は
1
4
3
万
人
と
報
告
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、
1
9
7
2
年
11
月
18
日
に
中
国
地
連

と
一
緒
に
な
っ
て
い
た
四
国
地
連
が
、
組
織
人

員
の
増
加
に
伴
い
、
中
国
地
連
か
ら
分
離
独

立
し
て
設
置
さ
れ
、
全
国
９
地
方
連
絡
会
議

体
制
が
確
立
さ
れ
た
。

地
連
活
動
の
前
進

　

全
国
９
地
連
体
制
を
確
立
し
た
Ｊ
Ｃ
は
、

地
連
代
表
者
会
議
な
ど
を
通
じ
て
、
Ｊ
Ｃ
活

動
の
徹
底
と
相
互
理
解
に
努
め
た
。
一
方
、

各
地
連
に
お
い
て
も
、
中
央
の
動
き
に
呼
応

し
て
地
方
か
ら
の
運
動
の
盛
り
上
げ
に
多
大

な
貢
献
を
な
し
た
。
60
年
代
後
半
か
ら
70
年

代
初
め
に
か
け
て
燃
え
上
が
っ
た
労
働
戦
線

統
一
運
動
に
お
い
て
は
地
方
か
ら
支
え
、
全

国
民
労
協
結
成
へ
導
い
た
こ
と
も
、
Ｊ
Ｃ
地

連
の
活
動
に
負
う
と
こ
ろ
少
な
か
ら
ぬ
も
の

が
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
当

時
総
評
、同
盟
、新
産
別
、中
立
労
連
な
ど
別
々

の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
に
属
し
て
い
た
各

産
別
の
地
方
組
織
代
表
者
達
は
、
Ｊ
Ｃ
地
連

活
動
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
は
違
っ
て
も
金
属
の
仲
間
と
し
て
、
組

合
員
の
労
働
条
件
の
向
上
の
た
め
に
一
緒
に

活
動
で
き
る
こ
と
を
体
感
し
て
い
っ
た
。
金

属
の
仲
間
、
Ｊ
Ｃ
が
中
心
と
な
っ
て
、
バ
ラ

バ
ラ
で
無
く
統
一
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー

を
作
ろ
う
と
い
う
機
運
が
、
Ｊ
Ｃ
地
連
活
動

を
通
じ
て
、
全
国
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　

具
体
的
な
地
連
活
動
と
し
て
は
、
地
連
代

表
者
会
議
で
活
動
状
況
の
情
報
交
換
を
行
う

と
共
に
、
地
連
ご
と
に
学
習
会
、
決
起
集
会

等
を
実
施
、
賃
金
闘
争
方
針
の
徹
底
と
盛
り

上
げ
を
は
か
る
一
方
、
地
方
自
治
体
に
向
け

て
の
福
祉
向
上
施
策
の
取
り
組
み
を
要
請
す

る
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
た
。

　

さ
ら
に
、Ｊ
Ｃ
結
成
15
周
年
を
迎
え
た
1
9

7
9
年
か
ら
は
、
5
月
16
日
の
Ｊ
Ｃ
結
成
記

念
日
を
中
心
に
、
地
連
毎
に
青
年
婦
人
交
流

集
会
や
文
化
祭
な
ど
、＂
Ｊ
Ｃ
デ
ー
＂の
催
し
を

行
い
、
末
端
組
織
に
ま
で
Ｊ
Ｃ
運
動
に
対
す

る
理
解
を
広
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

　

こ
れ
ら
地
方
組
織
の
充
実
と
強
化
へ
の
取

り
組
み
は
、
1
9
8
1
年
の
組
織
強
化
特
別

委
員
会
答
申
の
後
、
更
に
積
極
の
度
を
加
え

た
。
そ
の
特
徴
は
、
①
賃
闘
時
の
地
連
活
動

の
充
実
、
②
Ｊ
Ｃ
デ
ー
記
念
行
事
の
定
着
化
、

③
地
連
間
交
流
の
活
発
化
、
④
地
連
独
自
の

海
外
派
遣
チ
ー
ム
の
増
加
、
等
に
わ
た
っ
て

顕
著
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

金
属
労
協
組
織
総
務
局
主
査  

渡
辺 

美
知
夫

組
織
活
動

1964年10月
九州・中国地連結成大会（八幡）
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金
属
労
協
と
し
て
結
成
当
初
か
ら
、
中
央
・

地
方
双
方
か
ら
推
進
し
て
き
た
労
働
戦
線
統

一
は
、
1
9
8
9
年
11
月
に
官
民
統
一
の
「
連

合
」
が
結
成
さ
れ
、実
現
し
た
。
連
合
結
成
を

踏
ま
え
て
、1
9
9
0
年
6
月
に
答
申
さ
れ

た
Ｊ
Ｃ
あ
り
方
委
員
会
の
「
金
属
労
協
の
あ

り
方
」
の
中
で
、
地
連
活
動
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
提
言
し
て
い
る
。「
①
地
連
活
動
に
つ

い
て
は
、
中
央
と
地
方
組
織
の
連
携
を
強
化

し
、
地
方
連
絡
会（
地
連
）の
活
動
を
充
実
す

る
。
こ
の
た
め
、
加
盟
産
別
の
地
方
組
織
は

積
極
的
に
地
連
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
活
動
を
促
進
す
る
。
②
都
道
府
県
単
位
の

集
ま
り
に
つ
い
て
は
、
地
方
連
合
の
動
向
も

踏
ま
え
つ
つ
、
新
産
業
別
最
低
賃
金
の
活
動
、

地
域
レ
ベ
ル
の
金
属
産
業
政
策
の
推
進
な
ど

の
た
め
、
地
方
連
絡
会
の
指
導
の
下
、
必
要

な
と
こ
ろ
か
ら
地
区
協
の
性
格
を
持
つ
﹃
金

属
労
協
加
盟
組
織
の

都
道
府
県
単
位
の
集

ま
り
﹄
が
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
な
お
、
地
方
連

合
内
に
﹃
金
属
部
門

協
﹄
的
な
集
ま
り
が

で
き
る
場
合
は
、
こ

れ
を
も
っ
て
対
応
す

る
こ
と
も
可
と
す

る
」。
答
申
前
の
同

年
5
月
に
開
い
た

「
あ
り
方
委
員
会
答

申
案
検
討
会
」
の
中

で
、「
連
合
金
属
部

門
連
絡
会
の
中
に
Ｊ
Ｃ
加
盟
産
別
が
す
べ
て

入
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
Ｊ
Ｃ
の
国
内
活
動

を
連
合
金
属
部
門
連
絡
会
に
移
行
し
、
Ｊ
Ｃ

の
国
内
活
動
は
こ
の
際
縮
小
す
べ
き
で
は
な

い
か
」と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

中
村
卓
彦
議
長（
当
時
）は
、「
連
合
が
発
足
し

た
か
ら
も
う
こ
れ
で
よ
い
と
言
う
わ
け
で
は

な
い
。
む
し
ろ
大
切
な
の
は
、
こ
れ
か
ら
で
、

連
合
を
ど
う
い
う
方
向
に
持
っ
て
行
く
の
か

真
剣
に
対
応
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
Ｊ

Ｃ
の
国
内
活
動
を
縮
小
す
べ
き
と
の
意
見
で

あ
る
が
、
そ
の
問
題
は
む
し
ろ
逆
に
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。
連
合
の
将
来
展
望
と
し
て
『
部

門
連
絡
会
』
を
発
展
さ
せ
、
将
来
は
、『
大
産

別
協
議
会
』
へ
発
展
さ
せ
、
連
合
を
大
産
別
を

単
位
に
し
た
効
率
的
運
営
を
し
て
い
く
こ
と

が
、
先
進
国
の
事
例
か
ら
見
て
も
正
道
と
い

え
る
。
そ
の
た
め
に
も
、Ｊ
Ｃ
国
内
活
動
の
充

実
が
重
要
で
あ
る
」
と
明
確
に
答
え
た
。

地
区
連（
県
別
地
方
組
織
）の
設
置

　

あ
り
方
委
員
会
の
答
申
後
の
動
き
と
し
て
、

1
9
9
1
年
6
月
の
第
3
回
地
連
代
表
者
会

議
で
は
、
あ
り
方
委
員
会
答
申
に
基
づ
き
、

都
道
府
県
単
位
の
地
区
協
体
制
に
つ
い
て
名

称
、
目
的
と
役
割
等
を
下
記
の
通
り
、
確
認

し
た
。
Ｊ
Ｃ
都
道
府
県
別
連
絡
体
制
に
つ
い

て
は
、
各
地
連
に
未
加
盟
の
産
別
地
方
組
織

の
地
連
加
盟
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
各
地

連
の
事
情
を
勘
案
し
つ
つ
、
柔
軟
に
展
開
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　

①
名
称
：
Ｊ
Ｃ
都
道
府
県
連
絡
組
織
の
名

称
に
つ
い
て
は
、原
則
と
し
て
「
地
区
協
議
会
」

の
名
称
を
標
準
と
し
て
い
く
。
略
称
に
つ
い

て
は
、
Ｊ
Ｃ
東
京
な
ど
「
Ｊ
Ｃ
都
道
府
県
名
」

と
す
る
。
②
目
的
と
役
割
：
各
所
属
地
連
と

連
携
を
取
り
つ
つ
、
都
道
府
県
内
の
Ｊ
Ｃ
金

属
グ
ル
ー
プ
と
の
相
互
の
連
携
、
情
報
交
換
、

交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
各
地

方
連
合
と
も
有
機
的
な
連
携
を
取
り
、
各
地

方
連
合
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
。

　

こ
れ
に
基
づ
い
て
、
地
連
の
協
力
も
得
て
、

47
都
道
府
県
に
Ｊ
Ｃ
都
道
府
県
別
連
絡
窓
口

体
制
の
整
備
に
着
手
し
た
。
す
で
に
、
県
別

単
位
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
千
葉
、
和
歌
山
、

愛
知
、
岐
阜
、
静
岡
、
三
重
に
加
え
て
、
91
年

６
月
に
は
Ｊ
Ｃ
東
京
、
同
年
10
月
に
は
Ｊ
Ｃ

神
奈
川
、
92
年
４
月
に
は
Ｊ
Ｃ
栃
木
、
94
年

４
月
に
は
Ｊ
Ｃ
山
梨
が
発
足
し
た
。

Ｊ
Ｃ
地
区
連
の

地
方
連
合
金
属
部
門
連
絡
会
へ
の

収
れ
ん
と
地
連
解
散

　

結
成
30
周
年
を
迎
え
た
94
年
9
月
大
会
で

「
基
本
政
策
検
討
委
員
会
」
答
申
を
承
認
し
た
。

そ
の
中
で
、「
地
方
連
合
」
へ
の
対
応
と
金
属

労
協
の
地
方
組
織
に
つ
い
て
は
、
①
「
地
方

連
合
」
へ
の
対
応
は
「
地
方
連
合
金
属
部
門

連
絡
会
」
を
軸
と
し
て
取
り
組
む
、
②
金
属

労
協
の
「
地
区
協
」
は
「
地
方
連
合
会
金
属

部
門
連
絡
会
」
に
収
斂
し
て
い
く
、
こ
と
を

確
認
し
た
。

　

金
属
労
協
9
地
方
連
絡
会（
地
連
）で
は
、

2
0
0
2
年
9
月
第
41
回
大
会
で
確
認
さ
れ

た
「
2
0
0
2
年
9
月
ま
で
に
地
連
を
解
散

し
、
地
方
連
合
金
属
部
門
連
絡
会
に
移
行
す

る
」
と
の
運
動
方
針
に
も
と
づ
き
、
Ｊ
Ｃ
９

地
連
は
2
0
0
2
年
9
月
28
日
の
四
国
地
連

を
皮
切
り
に
同
年
11
月
13
日
の
東
北
地
連
に

到
る
ま
で
、
全
９
地
連
は
、
解
散
大
会
を
開

催
し
、
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
等
を
行
い
、
Ｊ

Ｃ
結
成
直
後
に
設
立
さ
れ
た
40
年
近
い
歴
史

を
持
つ
地
連
の
活
動
に
一
応
の
幕
を
お
ろ
し

た
。
今
後
は
、
今
ま
で
地
連
活
動
を
通
じ
て

培
っ
て
き
た
金
属
組
織
の
力
を
各
県
別
の
地

方
連
合
金
属
部
門
連
絡
会
の
中
で
発
揮
し
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

地
方
連
合
金
属
部
門
連
絡
会

構
築
に
向
け
て

　

2
0
0
2
年
9
月
～
11
月
の
地
連
解
散

後
、
金
属
労
協
は
、
各
県
金
属
部
門
連
絡
会

構
築
に
向
け
て
、
具
体
的
な
立
ち
上
げ
の
た

め
の
サ
ポ
ー
ト
拠
点
と
し
て
、
地
連
に
代
わ

り
、
金
属
労
協
本
部
直
轄
の
連
絡
組
織
と
し

て
、
Ｊ
Ｃ
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
を
全
国
９
地
方
に

設
置
し
た
（
管
轄
範
囲
は
地
連
と
同
じ
）。
各

地
方
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
年
月
日
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
連
解
散
大
会
時
と
し
た
。
各
地
方
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
は
、
金
属
労
協
本
部
主
催
に
よ

る
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議
で
の
確
認
事

項
に
も
と
づ
き
、
地
方
連
合
金
属
部
門
連
絡

会
の
立
ち
上
げ
に
向
け
た
準
備
、
地
方
連
合

へ
の
オ
ル
グ
活
動
、
地
方
連
合
金
属
部
門
連

絡
会
の
活
動
充
実
の
た
め
に
、
金
属
労
協
本

部
担
当
及
び
県
別
責
任
者
と
の
連
携
の
も
と
、

サ
ポ
ー
ト
活
動
を
、
各
地
方
の
状
況
に
応
じ

な
が
ら
、
展
開
し
た
。

　

金
属
労
協
と
し
て
は
、「
金
属
産
別
の
地
方
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組
織
が
一
つ
で
も
あ
る
と
こ
ろ
に
は
全
て
金

属
部
門
連
絡
会
を
設
置
し
て
い
く
」
と
の
方

針
の
も
と
、
設
置
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、

連
合
本
部
、
連
合
中
央
金
属
部
門
連
絡
会
に

働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｃ
地
方
ブ
ロ
ッ

ク
と
連
携
し
な
が
ら
、
金
属
部
門
連
絡
会
設

置
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
た
。

　

金
属
労
協
本
部
と
し
て
、
地
連
解
散
以
後
、

「
部
門
運
営
強
化
」
の
連
合
方
針
に
沿
っ
て
地

方
金
属
部
門
連
絡
会
設
置
に
向
け
た
取
り
組

み
を
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
の
で
、
連
合

本
部
と
し
て
も
地
方
連
合
に
設
置
促
進
に
む

け
働
き
か
け
て
ほ
し
い
旨
要
請
し
て
き
た
が
、

連
合
本
部
は
、
こ
の
意
を
汲
み
、
2
0
0
2

年
12
月
６
日
発
で
地
方
連
合
事
務
局
長
宛
に

草
野
事
務
局
長
名
で
、「
地
方
連
合
会
で
の
部

門
連
絡
会
設
置
の
お
願
い
」
文
書
を
各
地
方

連
合
宛
に
発
信
し
た
。

　

金
属
労
協
は
、金
属
労
協
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
や

産
別
の
協
力
を
得
て
、
2
0
0
2
年
10
月
以

降
、
精
力
的
に
地
方
連
合
金
属
部
門
連
絡
会

の
設
置
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
2
0
1
0
年

9
月
に
連
合
宮
崎
金
属
部
門
連
絡
会
結
成
式

を
行
い
、
沖
縄
を
除
く
46
都
道
府
県
す
べ
て

に
地
方
連
合
金
属
部
門
連
絡
会
の
設
置
が
完

了
し
た
。

県
別
金
属
部
門
連
絡
会
の

サ
ポ
ー
ト
活
動
に
力
点

　

金
属
労
協
は
、
県
別
金
属
部
門
連
絡
会
の

46
都
道
府
県
設
置
が
完
了
し
た
こ
と
を
受
け
、

地
方
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
を
、
県
別
部
門
連
絡

会
の
活
動
充
実
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
活
動
の

推
進
に
力
点
を
置
い
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。

　

各
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
地
方
連
合
金
属
部

門
連
絡
会
の
設
置
や
活
動
充
実
の
調
整
・
サ

ポ
ー
ト
役
と
し
て
、
管
轄
す
る
都
道
府
県
の

金
属
部
門
代
表
が
出
席
す
る
地
方
ブ
ロ
ッ
ク

県
別
代
表
者（
事
務
局
長
）会
議
等
を
年
間
定

期
的
に
開
催
し
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会

議
で
打
ち
出
さ
れ
た
金
属
労
協
の
方
針
を
伝

え
る
と
共
に
、
各
県
に
お
け
る
金
属
部
門
の

活
動
状
況
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｃ
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
、
春

闘
や
政
策
・
制
度
の
研
修
会
、
工
場
見
学
も

含
め
た
安
全
・
衛
生
研
修
会
な
ど
も
開
い
て

い
る
。
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
県
別
代
表
者
会
議
に

は
、
金
属
労
協
役
員・担
当
者
が
極
力
出
席
し
、

闘
争
方
針
や
地
方
に
お
け
る
金
属
・
も
の
づ

く
り
産
業
の
政
策
・
制
度
要
求
、
全
国
の
地

方
ブ
ロ
ッ
ク
・
県
の
活
動
状
況
な
ど
に
つ
い
て

報
告
し
、
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

　

各
県
の
金
属
部
門
連
絡
会
は
、
地
域
差
は

あ
る
も
の
の
、
地
方
連
合
の
会
議
に
合
わ
せ

て
金
属
部
門
連
絡
会
や
幹
事
会
な
ど
を
開
催

し
、
春
季
生
活
闘
争
、
政
策
・
制
度
、
最
低

賃
金
問
題
な
ど
に
つ
い
て
学
習
会
や
情
報
交

換
を
行
っ
た
。
特
に
政
策・制
度
に
つ
い
て
は
、

金
属
部
門
と
し
て
の
政
策
・
制
度
要
求
を
ま

と
め
て
、
地
方
連
合
の
政
策
・
制
度
要
求
に

反
映
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、
一
部

の
地
方
連
合
金
属
部
門
連
絡
会
に
お
い
て
は
、

連
絡
会
に
合
わ
せ
て
、
安
全
研
修
会
を
兼
ね

て
県
内
の
も
の
づ
く
り
工
場
を
見
学
し
た
り

し
て
、
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

各
県
で
も
の
づ
く
り
教
室
の

開
催
が
活
発
化

　

金
属
労
協
と
し
て
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
や
地

方
連
合
金
属
部
門
連
絡
会
か
ら
の
要
望
を
受

け
、﹃
地
方
に
お
け
る
政
策
・
制
度
課
題
﹄
を

毎
年
春
に
作
成
し
、
各
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
・
各

県
別
金
属
部
門
連
絡
会
に
参
考
資
料
と
し
て

提
供
し
て
い
る
が
、
各
県
金
属
部
門
で
は
、

そ
の
中
か
ら
必
要
な
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
な
が
ら
、
地
方
連
合
の
県
自
治
体
へ
の
政

策
・
制
度
要
求
の
中
に
、
民
間
・
金
属
・
も

の
づ
く
り
の
立
場
で
の
要
求
項
目
を
盛
り
込

ん
だ
り
、
知
事
懇
談
の
場
等
で
金
属
・
も
の

づ
く
り
の
立
場
か
ら
の
要
請
を
し
た
り
す
る

こ
と
が
、
徐
々
に
定
着
化
し
て
き
て
い
る
。

　

金
属
労
協
と
し
て
﹃
地
方
に
お
け
る
金

属
・
も
の
づ
く
り
政
策
・
制
度
要
求
﹄
の
中

で
、
特
に
「
も
の
づ
く
り
教
室
」
の
開
催
を

各
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
県
別
代
表
者
会
議
等
で
打

ち
出
し
て
お
り
、
若
干
の
補
助
金
も
出
し
て

開
催
を
促
進
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
県
金

属
部
門
と
し
て
「
も
の
づ
く
り
教
室
」
を
開

催
す
る
と
こ
ろ
が
増
加
し
定
着
し
て
き
た
が
、

2
0
1
4
年
度
に
お
い
て
は
、
新
た
に
開
催

し
た
県
も
出
て
き
て
、46
都
道
府
県
中
、
32
都

道
府
県
で
金
属
部
門
連
絡
会
が
中
心
と
な
っ

て
開
い
て
い
る
。
春
の
メ
ー
デ
ー
や
夏
休
み

を
利
用
し
て
、
も
の
づ
く
り
の
工
場
見
学
な

ど
も
合
わ
せ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
教
材
を
使
い

な
が
ら
、
子
供
達
が
も
の
づ
く
り
に
興
味
を

持
つ
よ
う
に
工
夫
し
な
が
ら
開
催
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
地
方
活
動
の
課
題

　

金
属
労
協
が
本
年
50
周
年
を
迎
え
た
が
、

地
方
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
は
、
今
後
ま
す
ま
す

重
要
性
を
増
し
て
く
る
感
じ
が
す
る
。
各
地

方
ブ
ロ
ッ
ク
の
県
別
代
表
者
会
議
に
出
席
す

る
度
に
感
じ
る
こ
と
は
、
地
方
ご
と
に
、
県

別
の
金
属
部
門
の
代
表
同
士
の
人
脈
の
層
の

太
い
こ
と
だ
。
こ
れ
も
、
50
年
前
に
設
置
さ

れ
た
地
連
時
代
か
ら
の
金
属
の
仲
間
の
連
帯

の
財
産
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思

う
。
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
は
、各
県
毎
に
、

中
央
を
ま
ね
す
る
の
で
は
な
く
、
住
み
や
す

い
、
暮
ら
し
や
す
い
、
雇
用
の
場
を
含
め
て
、

各
県
を
こ
の
よ
う
な
県
に
す
る
と
の
ビ
ジ
ョ

ン
づ
く
り
を
、
働
く
者
、
生
活
者
の
代
表
で

あ
る
地
方
連
合
が
、
そ
の
中
核
で
あ
る
金
属

の
仲
間
が
リ
ー
ド
し
な
が
ら
、
47
都
道
府
県

そ
れ
ぞ
れ
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
創
っ
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。
暮
ら
し
や
す

い
、
働
く
場
の
あ
る
、
安
心
し
て
生
活
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
、県
づ
く
り
に
、も
の
づ
く
り・

金
属
労
働
組
合
の
金
属
労
協
地
方
ブ
ロ
ッ
ク

の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
感
じ
て
い
る
。

2013年5月 地方ブロック代表者会議（名古屋）


